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一嘱 ニ ン ニ ク培養 細胞 に お け る フ レ ーバ ー前駆 体 の 生 成

。 、 1　 　 　 　 ・大住千粁 礪 蹴 樅 雉 酵 之 輔 脚 素 ・中蜥 贈

、課 鬟　 A 嫐 礪 植 物 は ・ 舗 ア ミ ノ 酸で あ る （＋）−s・ア ル ケ ニ ル （ア ル キ ル ）・L・シ ス テ イ ン ス ル

し嘗 ll・ ・ キ サ イ ド軆 葉 講 片 中 ・ 舞 岶 ん で い … れ ら舗 ・ ・ ノ 酸 は・ ア リ イ ナ
ーゼ に よ

る ．ご ．1，Eり分解 され 特徴 的 なフ レー バ ーを生成 す る こ と が 認 め ら れ て い る 。
ニ ン ニ ク（Allium　sativzam

黐 緲 潔 鷺 塩藩 r瓢 鵡 禦 鰐 f、羆 彰
「f能 鬟　デド（MCS ◎）な どが存在 して い る 。

こ の よ うな含硫 ア ミ ノ 酸の 生合成お よ び代 謝機構 に つ い て は

D ス ’
  1・あま り知 られて い な い

。 そ こ で 我 々 は 、 ニ ン ニ ク の フ レ ーバ ー前駆体 で あ る含硫 ア ミ・ノ 酸の

f
）酵 紫 ／／ll生合成機構 を明 らか に す る た め に本実験に着手 した 。 今回 、

ニ ン ニ ク の 培 養細胞 よ り形態 的 に

… 隲 異な 。三 つ の ， ル ス を得 る と と もe・、フ レ
ーバ ー瀰 体 の 生成 と、形瀚 化 躙 して 関係 の あ

臨 さ 1・ る こ とが 示 唆 され た の で 報告す る 。

鞭 ｝
解 　 【方 法 】鰍 働 に ・ま ・ 日糎 ・ホ ワ tF 六 糎 を用 い た … レ銹 覯 ・鱗 片 内茎 頂

ミ 「t　 ．
；， 近傍騰 を Mur 。、hig、．Sk。。9、・ 基本培地 ｝・ 、3％ シ 嚇 、 0。9％ 寒 天 を 加 え た も の に 置床

5 る ）
｝し 、 2。・C 暗黒下 で培養 した ． ア リ イ ・ 等舗 ア ミ ノ 酸の 雕 は 、 FPD （炎光光度黜 器；S鹸

t糲
．

細 す る）FID （螺 材 ・検 出器 ）購 搬 ガ ・ 夘 マ トグ ラ ・ ・
一に よ り舗 化餓 噛 目 し

rた ．
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．1て 行 っ た 。 また、定量 に は 、 HPLC ア ミ ノ 酸分析法を用 い た 。

Il　 【結剰 カ ル ス 講 の ホ ル モ ・ 添加条件 は 、 か キ シ ・ と し て ・2
・
鉱 NAA ・磁 を用

髭い 、0〜10’5M の 範囲で 検討 した 。 1舮 M 箔論 D 添加 区 で は 、 高率 で カ ル ス を得 られ た 。　NAA

拿添加区で は不定黥 分伽 ・認め られた ・ IBA 添加区で は ・ カ ・レ ス を得 魄 な か ・ た ・ ・。f’　M の

蒙・
，
… 添加区で ・ ル ス は 1受定・ 継儲 養 ・ れ た が ・ こ の 鱶 条イ牛で は ・ ア リ イ 痔 舗 ア ミ ノ

V 酸の 生成は 認め られ な か っ た 。

　　　そ こ で ア リイ ン 等含硫 ア ミ ノ 酸の 生 成 を 目的 に 、 10−5M 　2 ，
4−D 添加区 で 継代培 養 した カ ル

　ス を用 v丶 オ
ー キ シ ン と して XBA 、　NAA 、 ま た 、 サ イ トカ イ n ン と して BA 、　 zeatin 、

簿 ・ ・瞭 瀰 し た 培 地 ・検 言寸・た ・ 麟 加 馳 ・ 鱶 ・ た カ ル ス 1： は ・ ア リ イ ン
・

lMCSO の 生成が 認め られ る もの が あ っ た 。
こ れ ら の カ ル ス は shoot あ る い は root を形成 し て お

ilり、分化 と こ れ ら含硫ア ミ ノ 酸の 生成 に 関 して 密接 な 関係が 示唆 さ れ た 。　shoot 形成 区で は ア

．1： リ イ ン がMCSO よ り多 く認 め られ た 。

一方 。　root 形成 区で は ア リ イ ン の 生成 は 微弱か 、 ま た

　は 、 認め られ な か っ た が 、MCS ◎は shoot 形成 区 と同等量 が 認 め られ た。 こ の 場 合 、 サ イ トカ

　 イ ニ ン 類 は 、 ア リイ ン等の 生成 に 影響 を与えなか っ た 。
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